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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S38 施策名 職員の現場志向の向上

担当部課 市長公室人事課 関係部課 全課

第６次総合計画・基本目標 　７　市民から信頼される市政の運営

行政改革指針・重点課題 　７　市民参加の仕組みづくり

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等） 行政改革指針改訂版

施策開始の背景、経緯等
これからの超高齢・人口減少社会に対応するには、市民にもまちづくりの一員として役割を担ってもらう必
要があるため、職員が地域に出かけ、地域を深く知ったり、市民同士をつなげる役割を担ったりすることに
より、市民主体の取り組みを支えていく必要がある。

（どのような施策なのか）

職員が地域に出て、多様な市民と対話を積極的に行い、地域の課題を把握することにより、市民自らが地域の課題を解
決することを支援し、市民同士をつなげる能力を向上させるための人材育成に取り組む。

（誰、何を対象にしているか）

職員

（対象をどのような状態にしたいか）

職員に「まち全体が職場だ」という意識が根付いている。

Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 中期 長期
（2022） （2023） （2024） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ4年度 Ｒ5年度 Ｒ6年度 中期 長期
（2022） （2023） （2024） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

コロナ禍のため、まちに出る研修は見合わせとなった。人事研修のほか、地域共生社会の実現に向け、
重層的支援体制の整備のため、地域共生推進課の職員が、担当の地域を拠点に業務に取り組んだ。
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施策に係る取組① まちに出る研修の実施

まちに出るための研修を実
施（22人）

まちに出る研修の実施 まちに出る研修の実施 まちに出る研修の実施 まちに出る研修の実施

- - - - -

(延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人

施策に係る取組② スキルアップのための研修の実施

市長講話　22人
ファシリテーション研修　1人
プレゼンテーション研修　1人
折衝力・交渉力向上研修　2人
問題解決能力向上研修　1人
アンコンシャスバイアス研修　4人

スキルアップのための研
修の実施

スキルアップのための研
修の実施

スキルアップのための研
修の実施

スキルアップのための研
修の実施

研修会等講
師謝礼

0千円
研修会等講
師謝礼

0千円

(延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人 (延べ) - 人
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

地域共生推進課について、５名の職員が、拠点となる担当地域を持ち、業務にあたっている。

(進捗状況や課題など）

人事研修だけで十分とはならない。日頃から業務の中におけるOJTも必要。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

育成の状況は、数値として表しにくいが、研修アンケートでの満足度等は高めである。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

本務以外に目を向ける余裕ができるよう引き続き、業務の見直し始め、働き方改革に取り組む。
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施策の意図に係る
費用対効果の分析
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